
す
。
ま
た
、
事
故
率
も
平
成
十
七
年
は
二
百
五
十
四
人
に

一
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
二
十
一
年
は
九
十
二
人
に

一
人
の
割
合
と
な
り
、
高
齢
者
が
起
因
す
る
事
故
率
も
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
発
生
件
数
の
増
加
原
因
で
考
え
ら

れ
る
こ
と
は
、
道
路
環
境
や
自
動
車
の
性
能
に
運
転
技
術

17 ２０１０．３．１いずのくに ２０１０．３．１いずのくに 16

飛び出しは　命をうばう　事故のもと
浅井
あさい

綾介
りゅうすけ

（大仁北小）
信号無視　人も命も　無視してる

清野
きよの

亜衣
あ い

（長岡南小）

ピ
ー
ス
ケ

ピ
ー
コ

問合せ　安全対策課
電話０５５‐９４８‐１４１２

市
内
の
高
齢
者
（
六
十
五
歳
以
上
）
人
口
は
、
平
成
十
七
年

は
一
万
六
百
七
十
六
人
で
し
た
が
、
昨
年
は
一
万
二
千
百
二

十
二
人
と
過
去
五
年
間
で
千
四
百
四
十
六
人
増
加
し
て
い
ま

す
。
同
時
に
、
高
齢
者
が
起
因
す
る
人
身
事
故
の
発
生
件
数

も
平
成
十
七
年
は
四
十
二
件
で
し
た
が
、
昨
年
は
百
三
十
一

件
と
五
年
前
と
比
較
し
て
八
十
九
件
も
増
え
て
お
り
、
高
齢

者
人
口
と
比
例
し
、
交
通
事
故
発
生
件
数
が
増
加
し
て
い
ま

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

第5号

方
向
指
示
器
は
的
確
に
！

交
通
安
全
協
会
大
仁
地
区
支
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

寒い冬の朝、カーブミラーは露
で曇ってしまいます。
田京駅付近にお住まいの平野金

重さんは、曇ったカーブミラーを
毎朝６時頃から磨き始めます。交
通量の多い田京駅前で、皆さんが
安全に通行できるよう、１０年ほど
前から活動しているのです。
いつもありがとう、平野さん。

田京山田方面や守木方面から来る
車の運転手たちは、朝とても感謝
しています。これからもよろしく
お願いします。

いつもありがとう
～人物紹介～

が
追
い
つ
か
な
い
こ

と
や
毎
年
改
正
さ
れ

る
道
路
交
通
法
を
理

解
せ
ず
に
免
許
取
得

時
の
運
転
方
法
で
運

転
し
て
い
る
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。特

に
、
高
齢
者
運

転
に
よ
る
合
図
不
履

行
が
交
通
事
故
を
誘

発
し
て
い
ま
す
。
自

動
車
走
行
中
の
方
向

指
示
器
に
よ
る
合
図

を
出
さ
な
い
右
左
折

や
、
道
路
外
に
進
入

す
る
こ
と
は
後
続
車
や
対
向
車
に
危
険
を
及
ぼ
し
ま
す
。

「
道
路
交
通
法
で
は
、
右
左
折
す
る
際
の
方
向
指
示
器
は
、

そ
の
三
十
メ
ー
ト
ル
手
前
か
ら
出
す
」
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
必
ず
、
自
分
の
進
行
方
向
を
示
し
、
交
通
事

故
を
誘
発
さ
せ
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

 

あ
な
た
も
狙
わ
れ
る
カ
モ
！
悪
質
商
法
に
ご
用
心
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地
デ
ジ
詐
欺

（
文
と
絵
）

司
法
書
士
　
山
田
茂
樹

地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
、
二
〇
一
一
年
七
月
か
ら
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
地
デ
ジ
）
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
を
受
け

て
、
地
デ
ジ
に
関
す
る
架
空
請
求
詐
欺
（
地
デ
ジ
詐
欺
）
商
法

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
封
筒
を
送
り
つ
け
た
り
、
消
費
者
宅
を
訪
問
し

た
り
し
て
、「
総
務
省
に
委
託
さ
れ
た
」
な
ど
と
地
デ
ジ
受
信

料
金
や
工
事
代
金
を
請
求
し
ま
す
。
消
費
者
が
こ
れ
ら
業
者

に
代
金
を
支
払
っ
た
も
の
の
、
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
な
く

連
絡
が
途
絶
え
た
な
ど
の
ケ
ー
ス
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
詐
欺
は
、
高
齢
者
世
帯
で
の
被
害
が
多
い
よ
う
で
す
。

今
後
、
地
デ
ジ
の
放
送
開
始
に
向
け
て
、
ま
す
ま
す
増
加

す
る
と
予
想
さ
れ
る『
地
デ
ジ
詐
欺
』。「
あ
れ
？
怪
し
い
な
…
」

と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
お
金
を
払
わ
ず
に
、
家
族
や
最
寄
り

の
警
察
、
市
役
所
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

怪しいなと思ったら、すぐにお金を払わずに相談を！

消費者相談 ３／１・８・１５・２９の各（月）、３／２３（火）各９：００～１５：００ 問合せ 観光商工課 電話０５５‐９４８‐１４８０

○

市では、自主財源の確保と地域の産業振興を図るため、伊豆の国市ホーム
ページのバナー広告を募集します。
バナー広告とは、ホームページに掲出するバナーボタン（広告画像）から、

指定する事業者等のホームページにリンクするものを言います。
詳しい応募方法は、市ホームページでご確認ください。バナー広告欄（各期11枠まで）

平成２２年度　バナー広告公募

掲載期間 第１期　平成２２年４月１日（木）～平成２２年７月３１日（土）の４カ月間
第２期　平成２２年８月１日（日）～平成２２年１１月３０日（火）の４カ月間
第３期　平成２２年１２月１日（水）～平成２３年３月３１日（木）の４カ月間

掲 載 料 各期とも１枠４０，０００円（１カ月あたり１０，０００円）
＊ただし、２期分、３期分まとめて申し込みの場合は割引制度あり。

応募方法 ３月１２日（金）までの９：００～１７：００（閉庁日を除く）にホームページからダウン
ロードした申請書等に必要事項を記入し、持参または郵送（締切日必着）で提出

申込み・問合せ　秘書広報課　電話０５５‐９４８‐１４３１

市ホームページ http://www.city.izunokuni.shizuoka.jp/

社のホームページを
見てくれる人の数が、

バナー掲載後は増えたと実
感しています。市外、県外
の人も、「伊豆の国市」の不
動産屋として見てくれてい
ます。（市内不動産業）

広
告
主
の
声（
抜
粋
）

弊ホームページはインター
ネット検索エンジンで

「伊豆の」「伊豆の国」などの言
葉で検索すると、上位にラン
クインします。常に安定した
アクセスが得られるのがいい
ですね。（市内ホテル、旅館業）

市 の地元企業さんと一緒に
当社バナーが並んでいる

のを見ると、地域との一体感
を感じて嬉しくなります。「み
んなでまちを盛り上げていこ
う」という気持ちになります
ね。（市内ホテル、旅館業）

他 全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
広
告
主
の
声
」で
公
開
中
！




